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398−− 50 講 演 要 旨 日産婦 誌 9 卷 4 號 臨 時 堰 碍

が 證 明出來 る ．こ れ に 基 く eStrogen 　 Clearance を es −

tradiQl 諍注負荷 に よ つ て 無月纏及び機能性出 而患者 に

試みる と，前者では 正常で あ るが ，後者 で は 障碍が 認め

られ る ．人 子宮内 膜の 代謝 の
一

面 は，ス テ ロ イ ドに 呼應

す る ア ル カ リ フ ォ ス フ ァ ターゼ （AI −p−ase ） の 周期的消

長に も よ くうか がわれ る が，今後，子宮出血 の 機序は，
ChE ，　Acethylcholine，　A1 ・p −ase な ど の 一一

連 の 生 化墨

的過程 の 面 か ら明ら か に され るで あ ろ う．しか して われ

われは prQgesterone が持綾自勺に 吸孜 され る筈 の E
’
Pホ

ル モ ン ペ レ ソ トの 移 植 に よつ て ，消鷯出 ijLが 數囘周期的

に 反復す る 事實を見た ．

　 71．自律中樞の 乳汁分泌 に及ぼす影響

　　　　　　　　　　　（阪大第 三 解剖）　清水清逸

　授乳中精神活動に よ り乳汁分 泌 が麌 ζ 左 右 され る．下

垂 體 と乳 汁分 泌 との 關係 1・c つ い て 多数の 業績が あ る け れ

ども 下 確體と機能的
一

體 を な す自律 中橿 （硯 床下部）

との 關係につ い て は 2 ， 3 に 過 ぎな い ．そ こ で黒津 の 方

法 に よ り家兎 に お け る 交感帯 並び に副 交感帯に 屬す る 諸

核 に 感應電氣刺戟 また は 電氣凝固 を 與え，白律中樞 と乳

ミ十分 泌との 關係 を 追究 した ．

　産褥第 3 口 以 降 の 體 重 2．3〜 3．駄 9の 雌冢兎を用 い ，

哺乳後仔 か ら15〜24時間隔離 した 後 ， ウ レ タ ン 麻醉 （體

重 ユkε當 り 1．09 ） を 行 い 實驗 に供 した．ま ず黒津
一

清

水 の 竃極保持装置を 鐶 蓋 に 固 定 し，刺戟實驗 に は 双 極電

極針 ， 破壊實驗 に は單極針を所定 の 方法で插入 ．凝固 に

は Acorna の Ophthor で 30mA ， 30sec 通電 した ．

つ い で 家兎 を 背位 に 固定 し，1 つ の 乳 管 内 に ガ ラス 。カ

ニ ューレ を插入 し，そ の 内腔 に射出 さ れ る乳 1’1一の 高 さ の

變化を時間的 に 記録 し，實驗終了後に は 20μ の 腦連續切

片 に よ り電極刺入 部位並 び に 破壊部位 を 正 確 に 決定 し

た ．

　 1． 刺戟實驗 ： b 交感帯に 矚す る諦核 （前側核，覦 東

上 韮亥，　旁室核，　fffi内倶『核，　後｛則核 ，　夕卜1則孚し頭核）　に 電氣

刺 戟を 與 え る とす べ て 著明な 射乳 を示 す が ，腹内側覗 床

下核 が 最も強 く， 平均15秒 乃 潜時で反懸 が 現われ ， 平均

24秒で最高とな るが ，最高値 ｝ま 38皿m3 で，　 OxytQci皿 靜

注 例 と際 貢同 様の 傾向を 示 す ．

　 a 及 び C 副交感帯 に屬す る諸核 （腦室周圍層 ， 及 び 外

側 硯 床 下 核 と内 測 乳 頭 核 ） の 刺 戟 で は 殆 ん ど反 應 を示 さ

な い ，な お 下 垂 體摘出直後に b 交 感 帯 を刺戟 して も全 然

反應 を 示 さ な い こ とか ら 自律中樞交感帯刺戟 に よ る 射乳

TJ．S刺戟 の イ ン パ ル ス が tractus 　 hypothalamo −hypop −

hyscus を經 て 後葉 ホ ル モ ン を 放出 し射乳 tt起 す もの と

考 え る．

　 2． 破壊實驗 ： 分娩後仔 を豫 め 5 匹 に制限 し， 仔 の 體

重曲線及び親の 乳腺紐繊像 を 觀察 した ．産褥第 3 日以降

に b 交感帯 を破壊 （兩側と亀）す る と，術後第 5 〜 7H

で仔 は死 亡ま た は仔の 醴重は餘 り増加せ ず發育不良で ，

下垂體摘出例 に よ く似 て い る．腺 内に は 少量の 乳 汁 を貯

溜 し，腺組織 は 退化の 傾向 を 示す ．副 交感帯兩 側破壊例

では仔は正 常の 體重増加 を示 し，正常に 近い 乳汁 外 泌状

態 に あ る．

　3． 泌 乳 ど r陣經分泌 との 關係

　産褥家兎を授乳群 と非授乳群 と に 大別す る と ， 授乳第

1週
’
ご　Gomori 陽性顆粒 は 著明 に 減少 し，　2 週で増

量 ，3 週で さ ら に 多 く認 め られ るが ，多數 の 大 き な He −

rring 體が 血 管 に密接，あ るい は そ の 中 に侵入 し， 4 週

ではW 照 に 近い ．

　非授乳群は第 1 週で顆粒の 増加 ， 2 週で さ らに 多 く，

そ の 後 次 第 に 堂照 に 近 づ く．す な わ ち授乳 群では 著明な

顆粒の 生産 と放出像が認め られ る こ と （交感一副交感系

の 興 奮に闘連），非授乳群 は前考 に 姥較 して む しろ副交感

系 の 興 葎 状 態 的 で あ る と考 え られ る よ う な 像 が 認 め ら れ

た．

　72．自律 中樞の 妊娠家兎 に及ぼ す 影響並 びにそ

れへ の黄體ホ ル モ ン の 効果

　　　　　　　　　　　（阪 大第三 解剖）　筒井陽逸

　性機能 の ii−i樞であ る間腦覦床下部 の 黒津の B 交感帯並

び に C 副 交感帯を それぞ れ 選擇的 に 電氣刺戟及 び 電氣凝

固に よ る破壊 をな して ， 家兎の 妊娠分娩に及 ぼ す影響を

觀察 し，さ ら に Lの C 副交感帯を破壊 した 場合に 黄體 ホ

ル モ ン を 投 與 して っ ぎの 所 見 を え た ．

　1） 妊娠第 7 凵 ， 鏘 14 口，第25 日 に無 痲 醉 で B 交 感 帯

を刺戟 した場合 に は ， そ の 後 の虹娠，分 娩 ，産褥及び仔

の 發育の 状鰍 こ顯著な る 變化 を認めな い ．妊娠第29 日 に

無 痲 醉 で刺戟した 場合及 び 妊娠第 30 口 に ウ レ タ ン 麻醉 の

下で刺戟 レた 場合にぱ ， 刺戟中 に分娩が開始 し， 仔 は 娩

出時に は 生 きて い た が 間もな く死 亡 した ．

　2） 妊娠第 rI ・1，第14口，第25 口，第29日，第 3  口 に すべ

て無痲醉で C 副交感帯 を刺戟 した 場合は そ の 後の 妊 娠，

分娩，産褥及び仔 の 發育に 顯著な る 變化 を認め な い ．

　3） 妊娠第 7 目，簗 ユ4日，第25目乃 至第26 囗 に 兩側 の

B 交 感 帯 を破壊 し た 場合は ， そ の 後 の 妊娠の 状態に 顧著

な る 變化 が な く，子 宮 ，胎盤 な ど も 封 照 と大差 を認 め な

い ．妊娠 期間 は 多 くの 場合延長 して 分娩が行われ る．稽

留 分 娩 は み ら れ な い 。仔 は 娩出時 に は 概ね 生 きて い る

t
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